
令和３年度 交野市教育フォーラムを開催しました 

 ８月５日（木）、交野市保健福祉総合センター交流ホールにて、令和３年度 交野市教育フォーラム

を開催しました。新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じる中、市立各小・中学校の教職員、

保護者、及び市民の方々が集まり、第Ⅰ部では講演を、第Ⅱ部ではプログラミングコンテストを行い

ました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第Ⅰ部では、京都光華女子大学 准教授 西 孝一郎先生に、「こどものために みんなでつなぐ 

地域とともにある学校 コミュニティ・スクール ～小中一貫教育との一体的な推進にむけて～」

という演題のもと、ご講演いただきました。 

 コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会（※）」を導入した学校のことであり、学校と

地域が力を合わせて学校の運営に取り組むことが可能となる「地域とともにある学校」への転換を

図るための仕組みです。西先生には、こどものために みんなで つなぐ 地域とともにある学校

⇒『コミットする』というキーワードにもとづき、コニュニティ・スクールの目的、具体的な学校

支援、学校運営協議会の組織づくり、そして小中一貫教育とコミュニティ・スクールの一体的な推

進についてお話しいただきました。 

 これまでも学校は、様々な場面において地域の組織に 

支えていただいてきました。コミュニティ・スクールの組織 

とは、新たにつくられる組織ではなく、こうした既存の組織 

の「再構成」であると、西先生はお話しされています。 

 具体例として、子どもたちの登下校の安全管理、裁縫・ミシン 

等の学習支援、専門的な技術を生かした教育支援、クラブ活動 

や学校での文化・スポーツ行事に係る支援等、様々な 

「学校支援ボランティア」の事例をご紹介いただき、その 

効果的な組織づくりと運営について説明いただきました。 

  「みんなの学校は、みんなでつくる」「子どもは、みんなで育てる」。コミュニティ・スクール

で育った大学生から、コミュニティ・スクールでは、「自分が受けてきたものを次に伝えようとす

る『人』が育つ」ということを感じとれる発表があったことについて、最後にご紹介いただきまし

た。 

  交野市では、令和４年度より第一中学校区にコミュニティ・スクールが導入されるため、現在そ

の準備委員会を開催しています。その後、令和７年度より全中学校区におけるコミュニティ・スク

ールの導入をめざし、学校、家庭、地域が一体となって子どもたちを育んでいく、「地域とともに

ある学校」の実現に向けて、準備を進めていきます。 

第Ⅰ部 講演 「コミュニティ・スクール」って何だろう？？ 

※学校運営協議会とは、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づく制度です。コミュニティ・スクールで

は、学校運営に地域の声を積極的に生かし、地域と一体となって特色ある学校づくりを進めていくことができます。 

学校運営協議会は教育委員会によって学校に設置されます。その委員は、その学校や地域の実情に合わせ、保護者 

代表、地域住民代表、地域学校協働活動推進員、有識者、当該校校長等により構成されます。 

  

 

写真 

交野市教委ニュース 
第146号（令和3年9月3日発行） 

文部科学省「コミュニティ・スクール2018 ～地域とともにある学校づくりを目指して～」「コミュニティ・スクールのつくり方」より 



 

 

プログラミングコンテスト 

交野市立小・中学校の児童・生

徒に、ロボット型プログラミング教材

（レゴ®マインドストーム®EV3） 

を活用する機会を提供し、論理的

な思考力や問題解決能力の育成

を目的として実施しました。 

開催部門 

◆小学校３・４年生の部（10 組 12 名） 

◆小学校５・６年生の部（7 組 11 名） 

◆中学生の部（5 組 7 名） 

 

 

令和 3 年 8 月 5 日（木）、ゆうゆうセンターにおいて「第 1 回交野市プログラミングコン

テスト」を開催いたしました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、観覧

席の間隔をあけ、消毒や換気を徹底するなど、対策を万全としての実施となる中、たくさん

の方にご来場いただき、参加者たちに温かい拍手で応援していただきました。 

第Ⅱ部  

第1回 交野市プログラミングコンテスト 



 

 今回の第１回コンテストには、交野市内の小・中学生 22 組 30 名が参加しました。 

参加者は各部門のコースを完走するためのプログラミングを組み、当日発表されたサプライズミッショ

ンを達成するためのロボットの構造を考えるなど、試行錯誤を繰り返しながらゴールをめざしました。 

 

  

   

  



受賞者 
【市長賞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教育長賞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プログラボ賞】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校３・4年生の部 

妙見坂小学校 垣見 勇我さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 5・6 年生の部 

私市小学校 中村 奏太さん 

栗林 汰成さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の部 

第四中学校 長合 俊亮さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の部 

第四中学校 秋 裕人さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 5・6 年生の部 

私市小学校 橋村 絢翔さん 

藤平 陽斗さん 

 

 

 

 

 

 

 

小学校３・4年生の部 

妙見坂小学校 山本 菜央さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校３・4年生の部 

岩船小学校 芝原 拓歩さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学・5・6 年生の部 

郡津小学校 岡之上 瞬さん 

森本 陸斗さん 

部 

私市小学校 中村 奏太さん 

栗林 汰成さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生の部 

第二中学校 大平 陸人さん 

金澤 実莱さん 

 

 


